
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

H28 H29

概　算

人件費

13.00 17.00

107,588 134,538 134,538

407,179 1,948,661

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

・長野県の高等教育の一層の充実と地域に貢献できる人材育成のため、大学設置認可を得て、新たな県立４年制大学の広報の強化、施

設建設工事、学生の受入れ準備、入学者選抜の実施等、平成30年４月の開学に向けた準備に引き続き取り組む。

 概算事業費（B（A）+C）

514,767 2,083,199 8,327,189

目標に対

する成果

の状況

・県立大学設立委員会及び各専門部会において、授業科目、海外プログラムの派遣先等の決定を行った。

・平成28年10月31日に、文部科学省に対し大学設置認可申請を行った。また、公立大学法人設立に向け、作業が必要な項目の整理等を

行った。

・着工済の三輪キャンパス、平成28年度に着工した後町キャンパスの建設工事を進め、平成29年度完成に向けた施設整備を進捗した。

・新たな県立４年制大学への関心や理解を深めていただくとともに、将来的な入学志願者の獲得につなげるため、高校生やその保護者等

を対象とした大学説明会を県内７会場で開催した。

17.00

162,078

合計（A) 448,079 2,045,274 8,192,651

Aの

財源

303,079 588,094 2,749,573

145,000 1,457,000 5,281,000

0 180

当初予算 335,861 2,045,274 8,102,994 目標 成果

達成状況

合計 2,045,274 1,948,661 8,102,994

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度 29年度 成果目標の達成状況

成果目標の達成状況成果目標の達成状況

成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越 41,212 89,657

項目

H26末 H27末

H28

H29

目標

補正予算 71,006

・大学設置認可申請書類の作成　等 9,000 9,000 4,500

・その他事務費 直接 ・旅費、需用費　等 6,442 5,558 9,926

・大学施設整備関連業務

直接

委託

・三輪及び後町キャンパスの建設推進　等 1,978,049 1,888,120 7,905,195

・入学者選抜実施事業 直接 0 0 14,292

・新キャンパス維持管理経費 直接

・県立大学設立委員会等の開催等

直接

・県立大学設立委員会を計２回開催

・長野県立大学（仮称）のプレサイトを開設

42,257 36,457 120,760

成果目標・

事業内容

○教育課程編成、教員選考、施設建設工事等を行うとともに大学設置認可を申請し、大学設立に向けた準備を進める。

　　[開学目標年度：平成30年４月、大学設置認可申請：平成28年10月予定]

（単位：千円）　

項目

実施方法

H28事業実績

（当初） （決算） （当初）

・法人化支援業務委託 委託 ・公立大学法人化に伴う諸規程の整備　等 9,526 9,526 15,753

・大学設置に関する調査業務委託

委託

実施中

 　　 (ア)　県内大学等の魅力向上

目指す姿

県短期大学を改組し、新たな県立４年制大学を開設することにより、長野県や日本の文化・風土に根ざし、持続可能な共生社会の形成を

目指して、ビジネスや公共の分野でイノベーションを起こすことのできる人材を育成し、地域社会、国際社会に貢献する。また、長野県の

高等教育全体の振興に寄与する。

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

４－１　信州創生を担う人材の確保・育成

施策展開

２－(3) 知の集積と教育の充実

事業番号 03 09 02

事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　■点検

事　業　名

新県立４年制大学設立準備事業費

新県立４年制大学設立準備事業費新県立４年制大学設立準備事業費

新県立４年制大学設立準備事業費

担

当

課

部局 総務部

課・局・室 県立大学設立準備課

0 0 32,568

総合５か年

計画

プロジェクト  ８－５－２　教育再生プロジェクト E-mail

daigaku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

　　 ア 魅力ある高等教育の充実

２　信州に根ざし世界に通じる人材の育成 実施期間 H24 ～

現状

（予算編成

時）

○長野県の高等教育において県が果たすべき役割として、高等教育を受ける機会の充実や、地域を担う人材の育成、地域振興・活性化

への貢献、さらには長野県の高等教育全体の振興が求められている。

○グローバル化や情報化、少子高齢化の進展に伴い、社会全体が時代の大きな変革期にある今、新しい時代を拓き、生き抜いていく人

材の育成が求められており、大学のあり方自体の変革も求められている。

○長野県短期大学は、長い歴史の中で地域に貢献する人材を輩出してきたが、学生のニーズの多様化や、社会のニーズの高度化・専門

化に対応していくため、抜本的な改革が必要となっている。

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

・県短期大学を改組し、新たな県立４年制大学を開設することで、県高等教育全体の振興等を図

ろうとするものである。

・大学は県知事が所管する。（地方教育行政の組織及び運営に関する法律）

・県民からの意見聴取やパブリックコメント等を経て新県立大学基本構想を決定し、新大学設立に

向けた準備を進めているところである。

県民との協働による実施：


